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1. 概要 

 靴業界の業界規模の推移は年々上昇傾向にある。その中で

も、ABCマートは、売上高・シェア率に於いて、２位のチヨ

ダとは１.５倍もの差があり、圧倒的首位に位置している。そ

こで、本研究では、ABCマートの財務諸表を用いて、経営診

断を行い、将来性を分析する。分析の結果、時点・時系列比

較を総合評価し、ABCマートは収益性に一番問題があると判

明した。さらに、原因は福利厚生費にあることが明らかにな

った。 

 

2. 背景 

 日本国内の靴業界は、規模の拡大をしており、年々成長傾

向にある（図 2-1）。その中でも、靴業界シェア＆売上高ラン

キングに於いて、ABCマートが２位のチヨダより１．５倍高

く、圧倒的な実績を上げている（図 2-2）。その事実を踏まえ、

ABCマートの実績は申し分ないと思われる。一方、その実績

を生み出している経営プロセスは不明である。この経営プロ

セスこそが将来性を担っているため、重要である。そのため、

もし問題点がある場合は改善案提言が重要となる。 

 

3. 目的 

 そこで本研究では、ABCマートの経営プロセスの経営診断

を行うことを目的とする。ただし、財務諸表を中心とし、改

善案提言に向けて原因追及まで行うこととする。 

 

4. 研究方法 

 ABCマートの経営診断を行う。その際の手順は以下の通り

である（図４）。 

（１）財務比率分析 

  本研究では、上述のように財務諸表を用いて分析する。

その財務分析を行うために様々な財務比率が開発されている。

しかし、その財務比率を構成する一般的な体系は存在しない。

そこで、本研究では、図４－1 のように体系化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこでは、企業力（総合評価）は、企業の経営目的から考え、

成長性・収益性を中心とし、それらを実態的に支えている生

産性・安全性の 4 軸から成り立つとする。その４軸毎に各財

務比率が体系化されており、財務比率には、さらに階層関係

図２－２ 靴業界シェア＆売上高ランキング 

図 2-１ 靴業界の現状と動向 
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がある。上位比率は、下位比率を四則演算によって組み合わ

せることにより求められることを意味する。つまり、最上位

比率は、下位比率を集約したものと考えられる。よって、各

軸は、最上位比率のみを求めることで評価できる。 

 

（２）時点比較（他社との比較） 

直近である平成 30 年に於いて、ABCマート、チヨダ、ジー

フット、アキレス、ヒラキ、リーガルコーポレーション６社

の他社比較を行う。 

 

（３）時系列比較（ABCマートの過去との比較） 

 ABC マートの過去６年間の財務諸表を基に、経営診断を行

う。本比較では、自社内の成長度合い及び、経営の質の変化

を分析する。 

 

（４）総合評価 

 異なる視点の評価を組み合わせることで、総合評価を行う。 

 

（５）原因追及 

 （１）で述べたように最上位比率は、下位比率を集約した

ものである。よって、例えば、総合評価の結果が良い／悪い

となった場合、その原因は構成する４軸の最も良い／悪いに

原因があると考えられる。さらに、その原因を最下位比率ま 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で展開することによって、トップダウン的に見て、原因とな

る最下位比率を特定することが出来る。ここで、最下位比率

には、具体的な活動と直結しているという特徴がある。よっ

て、最下位比率を特定することは、原因活動を特定したこと

となる。このように、原因追及を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図４－１ ツリーブラウザ 

図４ フレームワーク 
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5 経営診断 

 上述したように、時点・時系列比較を組み合わせ、さらに

原因追及といった総合的な評価を行う。その際の手順を以下

に示す。 

 

5.１ 時点比較 

 本比較では、他社との比較を行う。以下に、手順を示す。 

（１）まず、６社毎に４軸における最上位比率を求める（表

５－１）。 

 

（２）求めた各最上位比率を、その６社の比率の良し悪しに

よって、順位付けする。その順位に応じてポイントを付加す

る。ポイントは等間隔に設定し、１位から順に６，５，４，

３，２，１とする。ここで、最上位比率が複数ある軸は、（３）

のように、加重平均を行うこととする。 

 

（３）加重平均を行うための重みは次の各軸の定義に基づく。 

・企業の経営目的：利益の可及的維持向上。 

「収益性」：利益を効率よく生み出す力を見る指標。 

「成長性」：企業規模の増減を見る指標。 

「生産性」：財やサービスを効率よく生み出す力を見る指標。 

「安全性」：倒産のしにくさを見る指標。 

具体例は、次に示す通りである。 

 

「成長性」 

１．総資本増加率（４０％）２．人員増加率（３０％） 

３．売上高増加率（１５％）４．営業利益増加率（１５％） 

（但し、合計が１００％であることとする。以下同様） 

 

「安全性」 

１．流動比率（４０％）２．自己資本比率（３０％） 

３．固定比率（１５％）４．固定長期適合率（１０％） 

５．借入金依存度（５％） 

 

以上の計算結果を表５－２に示す。 

 

（４）以上で求めた各軸のポイントを加重平均し、総合評価

を求める。その際の重みは、次の通りである。 

 

１．収益性（３０％）２．成長性（３０％） 

３．生産性（２０％）４．安全性（２０％） 

 

5.2 時系列比較 

 本比較では、自社内の成長度合い及び、経営の質の変化を

分析する。時系列とは、ある年間での比較である。よって、

一つの年は、会計的に独立しており、一つの会社として考え

られる。そこで、時点比較を参考に平成３０年を基準とし、

過去５年を遡り、それらを６社とする。その結果の総合評価

は表５－４である。 

 

5.3 原因追及 

 ABCマートは、経営実績である靴業界＆売上高ランキング

から、２位のチヨダと１.５倍高く、圧倒的首位に位置してい

る。しかし、時点比較に於いて、２位のチヨダと０.３ポイン

トの差であり、経営プロセスに於いて、実績程競合他社との

差がないことが明らかになった。そこで、時系列比較を行い、

自社内での成長度合い又は、たゆまぬ経営改善の試みがされ

ているのか分析した。その結果、ピークの平成２８年と比べ、

直近の平成３０年では、マイナス１.２ポイントである。つま

り、成長していくためのたゆまぬ経営の改善を行っていない

と考えられる。よって、今後、改善の余地があると考えられ

る。そこで、本研究では、ポイントの差が大きい時系列比較

の総合評価を基に、原因追及を行う。４章で述べたように、

総合評価からブレイクダウンしていく。平成 30 年に於いて、

４軸の中で最もポイントの低い収益性に問題があると考えら

れる。ここから、最上位比率から末端の下位比率まで、最も

低いポイントの比率を辿っていく。その結果、福利厚生費比

率に問題があることが判明した（図５－５）。福利厚生費と

は、企業の従業員の労働意欲向上のために、その福祉の充実

を目的とし、賃金以外の間接的給付を行う費用である（企業

情報サイト，２０１９）。確かに、コストではあるが、従業

員に対しての配慮でもあると考えられる。その点を踏まえる

と、ABCマートは、生産性向上に向けた将来への投資とも考

えられる。また、安全性も十分に保たれている。よって、こ

れらを勘案して、本研究では、問題視しない。そこで、念の

為、ABCマートの福利厚生の評価をインターネットで確認し
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たところ、良い／悪い回答が五分五分であったが（カイシャ

の評判，２０１９）、インターネットの情報は、１００％信

頼出来ない点も留意する必要はある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表５－１ ６社に於ける各軸の最上位比率 
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  表５－２ ４軸の評価結果 

 

表５－３ 総合評価（時点比較） 

表５－４ 総合評価（時系列比較） 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 結論 

 研究成果は、ABCマートを時点・時系列比較を組み合わせ、

原因追及まで行うというように、総合して評価することが出

来た。そこから、改善案提言に向けた問題となる活動は、福

利厚生にあると特定出来た。 

 一方、今後の課題としては、本研究の分析結果に対して、

実際に ABCマートへのヒアリング調査をする必要がある。 
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